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新
庁
舎
の
位
置
を
切
幡
字
古
田

に
決
定
し
た
理
由
は
。

　
　

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
基
本

方
針
に
沿
い
、
東
西
約
二
十
㎞
と
い

う
本
市
の
特
性
を
踏
ま
え
て
、
市
の

中
央
部
に
あ
た
り
地
域
バ
ラ
ン
ス
、

交
通
の
利
便
性
が
よ
く
、
阿
波
市
ら

し
さ
を
つ
く
り
出
す
自
然
環
境
を
利

用
し
、
市
民
活
動
、
ま
ち
づ
く
り
拠

点
と
し
て
の
整
備
が
可
能
な
場
所
と

い
う
こ
と
で
候
補
地
に
決
定
し
た
。

　
　

庁
舎
建
設
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
庁
舎

を
計
画
し
て
い
る
の
か
。

　
　

事
業
認
定
の
取
得
に
向
け
作
業

を
進
め
て
お
り
、
平
成
二
十
三
年
度

末
ま
で
に
地
権
者
の
同
意
を
得
ら
れ

る
よ
う
取
り
組
み
、
基
本
・
実
施
設

計
、
工
事
と
順
次
進
め
、
二
十
六
年

度
末
に
は
竣
工
で
き
る
よ
う
早
期
着

手
に
努
力
し
た
い
。
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

窓
口
の
導
入
な
ど
利
便
性
を
高
め
る

と
と
も
に
、
市
民
の
交
流
機
能
、
防

災
等
の
拠
点
と
位
置
づ
け
整
備
し
た

い
。
ま
た
、
維
持
管
理
費
も
含
め
経

済
性
を
重
視
し
た
設
計
に
し
た
い
。

　
　

市
道
末
広
古
田
線
の
県
道
鳴
池

線
以
南
の
延
伸
は
、
吉
野
川
堤
防
中

段
の
道
路
と
あ
わ
せ
市
場
町
時
代
か

ら
の
課
題
で
あ
る
が
、
新
庁
舎
の
完

成
と
同
時
に
お
願
い
し
た
い
。

　
　

県
道
香
美
吉
野
線
の
改
良
は
今

年
八
月
に
県
知
事
に
要
望
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ま
た
南
北
の
幹
線
道
路

の
必
要
性
は
十
分
認
識
し
て
お
り
、

時
間
は
か
か
る
と
思
う
が
積
極
的
に

勉
強
し
な
が
ら
動
い
て
み
た
い
。

　
　

農
業
立
市
を
掲
げ
る
阿
波
市
に

あ
っ
て
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
姿
勢

が
見
え
て
こ
な
い
。

　
　

安
全
産
地
の
ブ
ラ
ン
ド
が
確
立

で
き
次
第
、
農
協
グ
ル
ー
プ
、
商
工

会
な
ど
の
関
係
機
関
に
も
協
力
い
た

だ
き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　

農
業
の
六
次
産
業
化
に
向
け
た

公
社
設
立
の
考
え
は
。

　
　

阿
波
市
農
業
振
興
計
画
策
定
の

中
で
協
議
、
検
討
し
た
い
。

　
　

給
食
費
の
未
納
に
つ
い
て
、
阿

波
市
の
状
況
と
、
子
ど
も
手
当
か
ら

の
徴
収
制
度
を
採
り
入
れ
て
は
。

　
　

未
納
額
約
三
十
五
万
円
、
徴
収

率
は
九
九
・
八
％
。
子
ど
も
手
当
法

で
は
受
給
権
の
保
護
が
謳
わ
れ
て
い

る
の
で
、
保
護
者
の
理
解
を
求
め
口

座
振
替
を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

　
　

教
育
基
本
法
改
正
に
伴
う
地
域

の
特
色
を
出
す
試
み
と
し
て
、
全
国

に
先
駆
け
て
の
外
国
語
活
動
と
、
阿

波
を
名
前
に
持
つ
市
と
し
て
阿
波
踊

り
を
授
業
に
取
り
入
れ
る
考
え
は
。

　
　

本
市
の
英
語
学
習
は
、
低
学
年

か
ら
の
指
導
は
効
果
的
で
あ
り
、
指

導
員
の
増
員
、
育
成
、
教
材
等
の
整

備
に
よ
り
充
実
さ
せ
た
い
。
平
成

二
十
三
年
度
か
ら
授
業
時
数
が
増

え
、
伝
統
芸
能
を
入
れ
る
の
は
難
し

い
が
、
将
来
は
市
全
体
の
選
抜
阿
波

踊
り
大
会
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

　
　

単
年
度
赤
字
の
国
民
健
康
保
険

事
業
で
、
短
期
に
効
果
の
あ
る
取
り

組
み
と
し
て
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
品

通
知
制
度
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　

電
子
レ
セ
プ
ト
審
査
シ
ス
テ
ム

へ
の
切
り
替
え
が
必
要
だ
が
、
で
き

る
だ
け
早
い
段
階
で
実
施
に
向
け
て

取
り
組
み
た
い
。

　
　

阿
波
市
の
農
産
物
の
加
工
戦
略

に
つ
い
て
。

代
表
質
問

一
般
質
問

稲
岡　

正
一
議
員

（
阿
波
み
ら
い
）

樫　
原　

伸
議
員

（
阿
波
清
風
会
）

原
田　

定
信
議
員

（
志
政
ク
ラ
ブ
）

松　
永　

渉
議
員

（
阿
波
清
風
会
）

　

十
二
月
定
例
会
は
、
十一月
三
十
日
か
ら
十
二
月
二
十
日
ま
で
の
二
十一日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

開
会
日
に
は
、
木
村
副
議
長
か
ら
、
千
葉
県
市
川
市
の
大
洲
防
災
公
園
、
東
京
都
立
川
市
の
新
庁
舎
な

ど
へ
の
行
政
視
察
報
告
、
江
澤
文
教
厚
生
常
任
委
員
長
か
ら
、
閉
会
中
の
継
続
調
査
と
し
て
、
委
員
会
開

催
の
報
告
及
び
東
か
が
わ
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
視
察
研
修
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
野
崎
市
長

か
ら
、
平
成
二
十
三
年
度
当
初
予
算
編
成
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
に
よ
る
交
付
金
事
業
、
民
営
化
し
た
養

護
老
人
ホ
ー
ム
吉
田
荘
の
新
施
設
整
備
に
伴
う
支
援
策
な
ど
市
政
の
重
要
課
題
、
ま
た
、
県
及
び
四
国
市

長
会
議
な
ど
に
お
い
て
の
要
望
事
項
に
つ
い
て
行
政
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、
平
成
二
十
二
年
度

一般
会
計
補
正
予
算
な
ど
市
長
提
出
議
案
に
つ
い
て
、
概
要
と
提
案
理
由
の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

代
表
・一般
質
問
で
は
、
八
人
が
市
政
全
般
に
つ
い
て
考
え
を
問
い
、
庁
舎
建
設
、
農
業
・
観
光
な
ど
の

産
業
振
興
、
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
論
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

十
二
月
十
三
日
に
総
務
、
十
四
日
に
文
教
厚
生
、
十
五
日
に
産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、

付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

閉
会
日
に
は
、
各
常
任
委
員
長
に
よ
る
委
員
会
審
査
報
告
の
後
、
市
長
提
出
議
案
十
六
件
す
べ
て
と
、

議
員
提
案
さ
れ
た
「
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の
加
入
に
反
対
す
る
意
見
書
」
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
決
結
果
の
一
覧
は
裏
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

森
本　

節
弘
議
員

（
志
政
ク
ラ
ブ
）

江
澤　

信
明
議
員

（
阿
波
清
風
会
）

　
　

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
、
市
長

の
言
う
「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
に

沿
っ
て
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
庁
舎

の
建
設
を
考
え
て
い
る
の
か
。
一
時

的
な
託
児
所
の
よ
う
な
機
能
や
、
防

災
機
能
を
持
つ
公
園
を
広
く
と
る
な

ど
、
多
機
能
な
庁
舎
を
目
指
す
べ
き

と
思
う
が
、
よ
り
踏
み
込
ん
だ
方
向

づ
け
を
お
聞
き
し
た
い
。

　
　

あ
る
程
度
基
本
の
設
計
が
で
き

た
段
階
で
、
議
会
の
意
見
も
い
た
だ

き
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
い
き
、

そ
の
内
容
は
、
そ
の
都
度
市
民
と
双

方
向
に
情
報
交
換
し
て
い
き
た
い
。

　
　

徳
島
建
労
阿
波
市
協
議
会
か

ら
、「
新
庁
舎
木
造
で
建
築
を
」
と

い
う
趣
旨
の
署
名
を
添
え
た
要
望
書

が
出
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
の
か
。

　
　

主
構
造
を
木
造
に
す
る
の
は
構

造
上
、
単
価
面
等
で
難
し
い
が
、
木

材
を
使
う
と
こ
ろ
は
随
分
出
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
、
役
員
の
方
に
は

答
弁
し
て
い
る
。

　
　

土
柱
休
養
村
温
泉
、
金
清
自
然

環
境
活
用
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
市

と
し
て
の
最
終
的
な
判
断
が
求
め
ら

れ
て
い
る
が
、
市
長
の
考
え
は
。

　
　

土
柱
に
つ
い
て
は
、
財
団
法
人

は
解
散
し
、
施
設
を
改
修
し
て
、
民

間
公
募
に
よ
り
運
営
す
る
方
向
で
い

る
。
金
清
に
つ
い
て
は
、
外
部
有
識

者
等
の
意
見
も
聞
き
平
成
二
十
三
年

度
中
に
具
体
案
を
作
成
し
た
い
。
施

設
の
整
備
に
着
手
す
る
ま
で
に
現
財

団
法
人
は
解
散
し
、
民
間
公
募
に
よ

り
運
営
し
て
い
き
た
い
。

　
　

阿
波
市
の
産
業
、
観
光
資
源
の

活
用
、
活
性
化
に
向
け
て
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　

農
商
工
の
連
携
に
お
い
て
活
路

を
開
い
て
い
く
観
点
か
ら
、
農
産

物
の
直
売
所
の
設
置
、
ま
た
平
成

二
十
三
年
四
月
の
阿
波
市
観
光
協
会

の
設
立
に
よ
り
、
従
来
の
観
光
施
策

を
見
直
す
と
と
も
に
、
観
光
協
会
を

中
心
に
行
政
が
協
力
す
る
こ
と
に
よ

り
、
情
報
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
発
信

し
、
産
業
育
成
、
観
光
振
興
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。　

　
　

市
内
の
幼
稚
園
、
小
中
学
校
の

学
習
環
境
の
充
実
と
し
て
、
空
調
設

備
を
整
備
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　

昨
今
の
気
象
状
況
等
を
思
う
と

必
要
と
考
え
る
が
、
財
政
状
況
等
も

考
慮
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。

　
　

阿
波
市
地
元
業
者
の
、
指
名
業

者
選
定
は
で
き
て
い
る
か
。
ま
た
入

札
時
の
最
低
落
札
金
額
の
底
上
げ
は

で
き
な
い
か
。

　
　

地
元
企
業
育
成
と
し
て
、
業
種

に
よ
っ
て
は
、
指
名
等
級
の
発
注
金

額
に
つ
い
て
、
完
工
高
の
二
倍
が
設

計
金
額
を
上
回
っ
て
い
る
場
合
に

は
、
特
例
と
し
て
指
名
で
き
る
よ
う

建
設
工
事
審
査
会
で
改
善
を
考
え
て

い
る
。
ま
た
厳
し
い
価
格
競
争
防
止

の
面
か
ら
も
、
入
札
制
度
改
善
検
討

委
員
会
の
中
で
、
来
年
度
は
県
と
同

様
に
最
低
落
札
金
額
の
底
上
げ
を
検

討
し
た
い
。

　
　

阿
波
市
が
所
有
し
て
い
る
不
要

不
急
な
所
有
地
の
売
却
は
、
ど
の
様

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

公
有
財
産
管
理
デ
ー
タ
を
整
備

し
、
公
有
財
産
処
分
等
検
討
委
員
会

で
協
議
し
、
売
却
、
貸
付
等
を
含
め

公
有
地
の
適
正
管
理
を
行
う
。

　
　

老
朽
化
し
た
市
営
住
宅
を
ど
の

様
に
管
理
運
営
し
て
い
く
の
か
。

　
　

現在
七
十
三
団
地
、
一
千
五
十

三
戸
を
管
理
運
営
し
て
い
る
。
定
住

促
進
や
安
全
・
安
心
を
目
指
し
、
計

画
的
な
建
て
か
え
、
団
地
の
集
約
化

等
に
関
す
る
市
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総

合
計
画
を
策
定
し
た
。

　
　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
統
合
後
、
ど

の
様
な
運
営
形
態
を
取
る
の
か
。

　
　

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
後
は
、
業

務
の
一
部
、
例
え
ば
調
理
、
配
送
業

務
な
ど
の
民
間
委
託
を
検
討
す
る
。

　
　

保
育
所
の
民
営
化
等
は
い
つ
頃

の
時
期
と
検
討
し
て
い
る
の
か
。

　
　

民
間
活
力
を
導
入
し
、
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
と
向
上
を
図
る
た

め
、
指
定
管
理
者
制
度
を
考
え
、
平

成
二
十
四
年
度
に
モ
デ
ル
的
に
一
か

所
で
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

阿
波
市
の
職
員
数
の
適
正
化
と

今
後
の
職
員
採
用
計
画
に
つ
い
て
。

　
　

合
併
時
に
四
百
九
十
五
名
だ
っ

た
職
員
数
は
、
平
成
二
十
六
年
度
に

は
三
百
九
十
九
名
に
な
る
予
定
で
あ

る
。現
在
三
十
歳
未
満
の
職
員
は
三
・

八
％
と
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
な
っ
て
お

り
、
今
年
の
採
用
も
含
め
今
後
五
年

間
で
七
十
名
の
新
規
採
用
を
予
定
し

て
い
る
。

　
　

農
産
物
の
加
工
用
特
定
品
目
を

選
定
し
、
商
品
開
発
を
行
う
た
め
、

加
工
と
販
売
拡
大
を
行
う
組
織
づ
く

り
や
、
女
性
や
高
齢
者
に
よ
る
加
工

品
の
製
造
へ
の
取
り
組
み
、
ま
た
加

工
施
設
の
設
置
等
の
支
援
も
検
討
す

る
。

　
　

学
校
給
食
に
お
け
る
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て
。

　
　

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
を
持
つ
児

童
・
生
徒
は
、
幼
稚
園
で
は
七
名
、

小
学
校
四
十
三
名
、
中
学
校
七
名
の

計
五
十
七
名
と
な
っ
て
い
る
。
学
校

給
食
に
お
け
る
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
へ

の
対
応
は
、
代
替
食
で
は
な
く
除
去

食
で
の
対
応
と
な
っ
て
い
る
。今
後
、

新
し
い
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
に
向
け

て
、
十
分
そ
の
あ
た
り
を
検
討
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

行
政
評
価
に
つ
い
て
、
企
画
立

案
、
実
施
、
評
価
、
改
革
改
善
を
ど

の
よ
う
な
時
期
に
行
う
の
か
。
ま
た

行
政
評
価
シ
ー
ト
を
ど
の
よ
う
に
活

用
し
て
い
る
の
か
。

　
　

平
成
二
十
一
年
度
は
、
四
百
三

十
四
の
事
務
事
業
を
評
価
し
た
。
評

価
シ
ー
ト
の
活
用
方
法
は
、
事
務
事

業
の
見
直
し
、
財
政
運
営
や
総
合
計

画
の
進
捗
管
理
に
活
用
し
て
い
る
。

外
部
評
価
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
行

政
評
価
庁
内
調
整
委
員
会
等
で
協
議

す
る
。
ま
た
事
務
事
業
評
価
結
果
に

よ
る
改
善
効
果
に
つ
い
て
は
、
公
表

を
考
え
た
い
。



　　
　　

活 動 状 況 報 告

　
　

国
保
財
政
健
全
化
の
た
め
の
抜

本
対
策
と
、
恒
常
的
な
低
所
得
者
に

対
す
る
救
済
策
は
。

　
　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
に
頼
っ

て
い
る
状
況
で
あ
り
、
国
保
税
率
を

改
定
し
、
加
入
者
の
理
解
を
求
め
負

担
を
お
願
い
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま

た
世
帯
の
総
所
得
に
応
じ
て
の
軽
減

措
置
に
加
え
、
解
雇
等
で
退
職
さ
れ

た
方
の
軽
減
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

　
　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
と
な
れ
ば
日
本
の

農
業
は
壊
滅
的
な
影
響
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
、
私
は
断
固
反
対
で
あ
る

が
、
阿
波
市
の
農
業
へ
の
影
響
は
。

ま
た
、
農
業
立
市
を
目
指
す
本
市
の

対
応
、
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

　
　

徳
島
県
は
、
米
、
牛
肉
な
ど

七
品
目
で
二
〇
〇
八
年
と
比
べ

三
百
二
十
九
億
円
減
少
す
る
と
試

算
し
て
い
る
。
阿
波
市
で
は
、
米

に
つ
い
て
は
、
国
の
示
し
た
生
産

減
少
率
九
十
％
で
算
出
す
る
と
約

一
億
二
千
六
百
万
円
減
少
す
る
試
算

に
な
り
、
市
と
し
て
も
戸
別
所
得
補

償
制
度
の
充
実
、
新
た
な
支
援
策
を

国
に
要
望
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
本
市
は
平
成
二
十
二
年
度

に
農
業
の
実
態
調
査
を
し
て
お
り
、

そ
の
結
果
を
分
析
し
な
が
ら
方
向
性

を
見
出
し
て
い
き
、
二
十
三
年
度
予

算
に
反
映
し
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
た

い
。

　
　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
確

立
に
向
け
て
の
考
え
は
。

　
　

個
人
住
宅
に
対
す
る
助
成
は
、

耐
震
化
等
の
安
全
対
策
、
環
境
対
策

な
ど
、
政
策
目
的
に
か
な
う
も
の
を

優
先
課
題
と
し
て
充
実
さ
せ
た
い
。

●委員会等の開催状況
　11月22日　議会運営委員会　　11月30日　全員協議会　　　　　12月10日　全員協議会　　　　
　12月13日　総務常任委員会　　12月14日　文教厚生常任委員会　12月15日　産業建設常任委員会
　 １ 月13日　議会運営委員会       １月19日　全員協議会 　　　　   ２月９日　議会広報特別委員会
    ２月16日　庁舎建設特別委員会   ２月21日　議会運営委員会 　　　 ２月23日　全員協議会

池
光　

正
男
議
員

（
日
本
共
産
党
）

　

今
年
の
冬
は
、
何
度
も

寒
波
に
見
舞
わ
れ
、
大
変

寒
く
厳
し
い
冬
と
な
り
ま

し
た
が
、
市
民
の
皆
様
い

か
が
お
過
ご
し
に
な
り
ま

し
た
か
。

　

阿
波
市
議
会
も
、
昨
年

三
月
の
一
般
選
挙
に
よ
る

改
選
か
ら
間
も
な
く
一
年

を
迎
え
ま
す
。
昨
年
は
、

庁
舎
位
置
に
係
る
さ
ま
ざ

ま
な
議
論
や
動
き
が
あ
り
、

生
み
の
苦
し
み
を
経
験
い

た
し
ま
し
た
が
、
厳
し
い

冬
を
乗
り
越
え
、
暖
か
く
、

美
し
い
春
の
花
が
見
ら
れ

る
の
も
も
う
す
ぐ
で
す
。

　

議
会
議
員
一
同
「
民
、

信
無
く
ん
ば
立
た
ず
」（
孔

子
）
で
、
一
生
懸
命
頑
張

る
所
存
で
す
の
で
、
市
民

の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
藤
川
）

活 動 状 況 報 告

議案番号 議　　　　　　案　　　　　　名 議決結果

議案第69号 平成２２年度阿波市一般会計補正予算（第４号）について 原案可決

議案第70号 平成２２年度阿波市国民健康保険特別会計補正予算（第３
号）について 原案可決

議案第71号 平成２２年度阿波市介護保険特別会計補正予算（第３号）に
ついて 原案可決

議案第72号 平成２２年度阿波市水道事業会計補正予算（第１号）につい
て 原案可決

議案第73号 阿波市職員の給与に関する条例等の一部改正について 原案可決

議案第74号 市長及び副市長の給与条例の一部改正について 原案可決

議案第75号 阿波市教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関する
条例の一部改正について 原案可決

議案第76号 阿波市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関す
る条例の一部改正について 原案可決

議案第77号 阿波市消防団の定員、任免、服務等に関する条例の一部改
正について 原案可決

議案第78号 阿波市墓地設置及び管理条例の一部改正について 原案可決

議案第79号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 原案可決

議案第80号 土成健康センターの指定管理者の指定について 原案可決

議案第81号
徳島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の名
称変更に伴う徳島県市町村総合事務組合規約の変更につ
いて

原案可決

議案第82号 徳島中央広域連合が処理する事務及び徳島中央広域連合
規約の変更について 原案可決

議案第83号 阿波市国民健康保険税条例の一部改正について 原案可決

議案第84号 平成２２年度阿波市一般会計補正予算（第５号）について 原案可決

発議第８号 環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）への加入に反対する
意見書の提出について 原案可決

阿波市議会  平成22年第4回(12月)定例会 議決結果一覧表
　　

行　政　視　察　報　告
●文教厚生常任委員会が東かがわ市給食センターを視察
　11月24日、教育委員会の職員随行のもと、香川県東かがわ市の給食センターを視察しました。ま
ず、施設の見学を行い調理の行程、各設備などについて説明を受けました。続いての研修では担当職
員から詳細な説明を受け、委員から出された多くの質問に答えていただきました。この施設は、合併
特例債を活用し平成18年に完成したもので、厨房にドライシステムを導入し、１日4,500食の調理能
力を持っています。
<主な特長>
◦�ドライ方式の導入により、調理場全体の床面を常に乾いた状態に保ち、施設内の温度・湿度管理を

行うなど、衛生的で快適な作業環境が保たれている。
◦�作業区域の区分、最新の調理機器の導入、食材の温度管理の徹底等により、衛生的かつ効率的な調

理を行っている。
◦�検収・調理・配送・回

収・洗浄消毒など一連
の調理・配送業務を民
間委託している。

◦�試食会、施設の見学・
研修、地場産物の活用
などを通し、学校・家
庭と連携を密にして地
域の食育の拠点となっ
ている。

●阿波市議会が宇多津町学校給食センターを視察
　２月９日、議員14名が関係職員の随行のもと、香川県宇多津町の学校給食センターを視察しまし
た。この施設は、民間の資金、経営能力及び技術能力の活用により、事業コストの削減と、より質の
高い公共サービスの提供を目指すＰＦＩ方式を採用しています。会議室での研修では、ＰＦＩ事業の
内容、ドライシステム方式の厨房、作業区域の区分、最新の調理機器を導入して衛生的かつ効率的な
処理を行っていること、食材の温度管理の徹底、オール電化による作業の能率化など、議員からの質
問事項に沿って説明がありました。特に、オール電化の給食センターとして、快適な厨房は、調理員
の作業負担を軽減し、生産性の向上につながり、安全でおいしく、大量の調理を可能としていまし
た。またビデオにより、
食材の搬入から配送に至
るまでの流れを研修しま
した。この後の施設周辺
の見学では、生ゴミ処理
機などの環境にやさしい
設備についても説明があ
りました。

行　政　視　察　報　告

施設内部 会議室での研修

　１月 19 日、第１回臨時会が１日間の会期で開かれました。
　開会後、国の臨時経済対策、地域活性化・住民生活に光をそそ
ぐ交付金事業が計上された平成 22 年度阿波市一般会計補正予算
（第６号）など市長提出議案２件が提案され、野崎市長から概要
と提案理由の説明があり、議員からの質疑に続き採決の結果、こ
の２件は原案のとおり可決されました。

平成23年第1回阿波市議会臨時会  議決結果一覧表

議案番号 議　　　　　　案　　　　　　名 議決結果

議案第1号 平成２２年度阿波市一般会計補正予算（第6号）について 原案可決

議案第2号 市場中学校地震補強工事のうち東校舎その他工事変更請負
契約の締結について 原案可決

平成23年
第１回阿波市議会臨時会を開催

二
十
三
年
度
予
算
の
基
本
方
針
な
ど

に
つ
い
て
、
三
日
間
に
わ
た
り
研
修

を
実
施
し
た
。

　
　

女
性
消
防
班
の
設
置
は
、
時
宜

を
得
た
す
ば
ら
し
い
計
画
だ
と
思
う

が
、
役
割
、
目
的
等
は
。

　
　

各
種
訓
練
に
参
加
し
、
消
防
団

員
と
し
て
の
知
識
等
を
習
得
し
て
も

ら
い
、
災
害
予
防
や
防
火
の
広
報
活

動
、
消
防
後
方
支
援
活
動
を
行
う
こ

と
を
主
な
目
的
と
し
て
い
る
。

　
　

合
併
特
例
債
に
よ
る
平
成
二
三

年
度
事
業
に
つ
い
て
。

　
　

市
道
整
備
事
業
、
学
校
耐
震
施

設
整
備
事
業
、
農
業
基
盤
施
設
整
備

事
業
、
基
金
造
成
事
業
、
庁
舎
建
設

事
業
及
び
関
連
の
整
備
事
業
等
へ
の

活
用
を
予
定
し
て
い
る
。

議
会
だ
よ
り

　
　
　
編
集
雑
感

施設内部 会議室での研修

吉
川　

精
二
議
員

（
阿
波
み
ら
い
）

　
　

平
成
二
十
三
年
度
当
初
予
算
編

成
に
つ
い
て
、
市
民
の
信
任
を
受
け

市
長
に
就
任
し
て
か
ら
折
返
し
に
達

す
る
が
、
現
時
点
で
の
考
え
は
。

　
　

将
来
の
阿
波
市
の
活
性
化
の

た
め
の
投
資
と
、
財
政
健
全
化
の

両
立
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
ま
ず

基
本
に
編
成
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
地
方
債
の
健
全
度
を
示
す
実
質

公
債
比
率
は
一
一
・
七
％
で
、
早
期

健
全
団
体
と
さ
れ
る
将
来
負
担
比
率

も
五
七
・
八
％
で
、
県
下
八
市
で
は

二
番
目
に
健
全
な
数
字
と
な
っ
て

い
る
。
経
常
収
支
比
率
は
、
全
国

七
百
八
十
三
市
で
も
八
十
一
位
、
県

下
の
市
で
は
一
番
良
好
な
指
標
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
全
職
員
を
対

象
に
、
国
の
経
済
動
向
、
国
家
予
算

の
動
き
、
地
方
財
政
の
状
況
、
本
市

の
財
政
状
況
と
今
後
の
課
題
、
平
成


